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	一方、JaCVAMは経済協力開発機構（OECD）の試験法ガイドライン（TG）として、日本で開発された皮膚感作性試験代替法IL-8 Luc アッセイをTG442Eの中に収載させることに寄与した。
	この他、OECDの作業計画では、日本は以下の2試験を提案しており、2018年度以降の成立を目指している。

